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“未病を治す”�

小　林　正　行�

九
月
十
八

日
か
ら
十
九

日
全
国
か
ら

八
十
九
名
が

集
う
。
初
日
、

な
つ
か
し
い

秋
田
駅
前
に

集
合
。
五
十

年
前
に
は

「
幻
の
手
形

山
の
新
校

舎
」
で
あ
っ

た
母
校
を
表

敬
訪
問
。
在

校
時
三
年
間

担
任
を
さ
れ

た
畑
澤
潤
一

先
生
に
願
い
、

特
別
授
業
を

開
催
。「
孫

達
の
算
数
と
数
学
に
つ
い

て
」、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理

を
学
び
、
古
稀
を
迎
え
こ
れ

か
ら
の
過
ご
し
方
な
ど
多
く

の
示
唆
を
含
ん
だ
名
講
義
に

た
だ
た
だ
感
動
。
菊
谷
校
長

よ
り
「
学
校
概
要
」
の
ご
説

明
、
仙
波
事
務
局
長
の
ご
案

内
で
校
史
資
料
館
、
同
窓
会

羽
城
館
を
表
敬
訪
問
。
母
校

の
歴
史
に
改
め
て
感
銘
。
そ

の
後
、
主
会
場
「
サ
ン
ル
ー

ラ
ル
大
潟
」
へ
。
年
次
総
会
、

記
念
写
真
撮
影
し
休
憩
。
午

後
六
時
よ
り
恩
師
畑
澤
先
生
、
山

谷
先
生
を
お
招
き
し
、
石
川
裕
久
、

脇
坂
良
子
両
君
の
司
会
に
よ
り

「
祝
う
会
」
を
開
催
。
物
故
者
へ

の
黙
祷
、
佐
藤
満
雄
代
表
幹
事
の

挨
拶
、
懐
か
し
い
写
真
の
ス
ラ
イ

ド
上
映
、
熊
谷
光
太
郎
（
東
京
代

表
）・
金
内
信
（
関
西
代
表
）
両

君
に
よ
る
乾
杯
、
四
斗
樽
二
個
の

去
る
十
月
十
八
日
（
土
）、
ホ

テ
ル
ノ
ー
ス
シ
テ
ィ
（
札
幌
市
中

央
区
）
に
お
い
て
札
幌
支
部
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
本
部
・

母
校
か
ら
豊
口
会
長
、
山
谷
副
会

長
、
石
井
副
校
長
、
仙
波
事
務
局

長
を
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
総

勢
三
十
名
で
あ
っ
た
。

加
賀
屋
誠
一
支
部
長（
昭
和
四

十
一
卒
）の
挨
拶
で
は
、
播
磨
屋

前
支
部
長（
昭
和
三
十
五
卒
）が
札

幌
支
部
顧
問
と
な
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
支
部
会
則

の
改
訂（
案
）が
議
題
と
し
て
提
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

豊
口
会
長
の
ご
祝
辞
の
後
、
石

井
副
校
長
か
ら
は
母
校
の
近
況
に

つ
い
て
お
話
が
あ
り
、
現
役
生
の

文
武
両
面
で
の
活
躍
や
、
今
後
の

秋
高
の
目
標
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

今
回
、
総
会
参
加
者
に
は
今
野
陽

三
さ
ん
（
昭
和
二
十
・
五
卒
）
か

ら
自
著
が
贈
呈
さ
れ
、
書
名
が

「
美
し
か
っ
た
国
、
日
本
」
と
な

っ
た
経
緯
が
説
明
さ
れ
た
。

祝
宴
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
進
み
、
最
後
は
校
歌
と
「
フ

レ
！
フ
レ
！
秋
高
」
の
エ
ー
ル
が

会
場
内
に
高
ら
か
に
響
い
た
。

札
幌
支
部
は
平
成
二
十
一
年
に

創
立
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま

だ
総
会
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
な

い
方
（
特
に
二
十
〜
五
十
歳
代
）

も
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
役
員

会
で
は
魅
力
的
な
記
念
事
業
を
計

画
中
で
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

（
昭
和
六
十
一
卒
　
佐
々
木
宏
志
）

鏡
開
き
、「
な
ま
は
げ
郷
神
楽
」

の
太
鼓
に
よ
る
歓
迎
。
数
十
年
ぶ

り
の
参
加
の
方
も
多
く
、
記
念
で

作
っ
た
秋
田
杉
の
枡
で
樽
酒
を
注

ぎ
、
深
夜
ま
で
盛
大
に
語
り
合
う
。

翌
日
、
五
十
年
前
は
湖
底
で
あ

り
、
干
拓
で
変
貌
し
た
大
潟
村
内

を
入
植
者
の
ご
案
内
で
見
学
（
女

子
十
一
名
は
別
コ
ー
ス
で
男
鹿
を

巡
る
）。
干
拓
博
物
館
、
刈
り
入

れ
直
前
の
あ
き
た
こ
ま
ち
の
黄
金

の
稲
穂
に
う
っ
と
り
、
懐
か
し
い

「
は
た
ぎ
」
も
大
歓
迎
。
鑑
賞
温

室
を
見
学
し
、
午
後
一
時
出
発
点

の
秋
田
駅
前
へ
。
再
会
を
約
し
、

同
期
生
の
更
な
る
健
勝
を
願
い
つ

つ
散
会
す
る
。（
石
川
、
佐
藤
記
）
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古稀・卒業50周年を祝う
秋高33卒、母校で特別授業も

つ
　
　
ど
　
　
い

魅
力
的
な

事
業
を
計
画

札
幌
支
部

来
年
は
創
立
30
周
年


